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不特定の thisについて
―文法化の観点から―
東 裕 美
１．序論
主に口語において，英語の demonstrative determiner（本稿では指示形
容詞と呼ぶ）thisは，不特定な（つまり，聞き手が「これ」と同定（identify）
できない）指示対象（referent）を指すのに用いられることがある。例え
ば，以下の例文（１）aにおいて，this great big trenchは，不特定な，ど
の溝かははっきりしないが，「あるとても大きい溝」を指しており，（１）
bにおいて，this really childish handwritingは，やはり不特定な，誰の筆
跡かははっきりしないが，「非常に子供っぽい筆跡」を指していると考え
られる。これらの thisは aに置き換えることが可能である。
（１）a．They dug this great big trench with bull-dozers.
b．The rest of the letters were all written on small sheets of blue
notepaper in this really childish handwriting.
（a，bともに Oxford English Dictionary, 2nd ed. CD-ROM版）〔以
下，例文において，本稿で問題とする用法の thisをイタリック
で示す。〕
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本稿では，（１）にみられるような，不特定な指示対象を指すのに用いら
れる thisを「不特定の this」と呼ぶことにする。また，これに対し，特定
の（つまり，聞き手が「これ」と同定（identify）できる）指示対象を指
すのに用いられる thisを「特定の this」と呼ぶことにする。
先行研究において，不特定の thisは，）話者が特定のものを指して
いるということを聞き手が知っているが，聞き手はそれを特定できないと
（話者が）判断した場合に用いる（Gundel et al. 1993）ということ，そし
て）それが用いられている場合，a／anが用いられている場合よりも聞
き手にとって指示対象を特定しやすい（Gernsbacher & Shroyer. 1989;
Gundel et al.1993; Chiriacescu. 2012）ということが指摘されてきた。この
ような，不特定の thisの用法はどのようなプロセスを経てできあがって
いったのだろうか。１
本稿では，この点に焦点を当て，Michigan Corpus of Academic Spoken
English（MICASE）, Corpus of Contemporary American English（COCA）,
British National Corpus（BYU-BNC）から，先行文脈において未出の２指
示対象を指すのに用いられている指示形容詞の thisを収集してデータ分
析を行った。以下ではその結果を紹介する。さらに，データ分析の結果を
もとに，不特定の thisが用いられるようになった経緯について検討する。
２．先行文脈において未出の指示対象を指すのに用いられる
this
序論で述べたように，筆者は，不特定の thisについて詳しく調べるた
めに，MICASE，COCA，BYU-BNCを使って，先行文脈において未出の
指示対象を指すのに用いられている指示形容詞の thisを収集し，データ
分析を行った。その結果，収集した例文を３つのカテゴリー，つまり，）
特定の this，）特定か不特定かあいまいな this，）不特定の this，に
分類した。以下のセクションでは，これら３つの thisについて例文を用
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いて詳しくみていく。
２．１ 特定の this
先行文脈において未出の指示対象を指すのに指示形容詞 thisが用いら
れていても，その指示対象が特定されている場合がある。
（２）a．And they were very suspicious of this fact: Cliff, who was
notoriously messy, chose the day after Sandi’s disappearance to
clean his apartment top to bottom.（COCA）
b．if you increase（SP:HYNPSUNK）No, if you actually, you know, if
you have a little protectionism, it does actually lead to an increase
in trade, but I don’t know how that works.（SP:PS3K9）Neither do
I.（SP:HYNPSUNK）（laugh）（SP:HYNPSUNK）No it doesn’t, you
know it doesn’t. I really didn’t expect（SP:PS3K9）Right, okay,
let’s say that’s a new one on me. Okay. Well, we’ll come onto
protectionism in er, in a minute. What other factors, there’s a big,
this fact that we’re missing, alright, rising population,
improvements in transport and technology, what else has
happened over the last hundred years? （SP:HYNPS000）
Increased consumption.（SP:PS3K9）Yes, that’s right, or right
（SP:HYNPSUNK）Income.（SP:PS3K9）Yes, income, that’s right,
incomes have risen, er, and as a result we’re consuming more
goods, consuming more goods（pause）it, it followed, well not
automatically, but there’s a likelihood that trade will also, will also
rise.（BYU-BNC）
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c．There has been a report on the BBC, I don’t know if you’re
familiar with it, suggesting that there’s disarray, that the
humanitarian shipments from the Kuwaiti branch of the Red
Crescent are simply being looted not being distributed, not
getting to the people in southern Iraq who really need it but are
getting into the wrong hand. I wonder if you can tell us what
you’re hearing. BARGESSE AL-BARGESSE, PRESIDENT, RED
CRESCENT: Well, thank you very much. But I heard this news
that they hijacked a car ….（COCA）
（２）aにおいて，theyによってあらわされている人々が疑念を抱いた事
実（this fact）とは，「きれい好きではないクリフがサンディーがいなく
なった次の日に自分のアパートの部屋を隅々まできれいにすることにし
た」，という特定の事実である。また，（２）bにおいて，考慮しなければ
ならない事実（this fact）とは，「人々が，人口増加，交通やテクノロジ
ーの発展など，この１００年に起こった色々な事を見過ごしている」という
事実である。（２）cにおいて，話者が聞いたニュース（this news）は「they
によってあらわされている人々が車をハイジャックした」という特定の
ニュースである。
別の視点からみると，（２）の例において，this factと this newsはその
直後にくる（従属）節の内容を指しているとも捉えられる。また，ここで
問題となる thisは theに置き換えることが可能である。
２．２ 特定か不特定かあいまいな this
２．１では，指示形容詞 thisが特定されている指示対象を指すのに用いら
れている例をみた。この２．２節では，thisが特定されているとも特定され
ていないともとれる指示対象を指すのに用いられていると考えられる例を
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紹介する。
（３）a．now he may have extinguished civil war but we really wanna
forget the fact that he fought quite a few of ’em, uh and in later
life he keeps trying to push back, this sort of rebellious image,
because the one example he does not want to leave, to the rest of
the Roman people, is this notion that if you manage to take
control of a large army and attack Rome you too can become a
ruler.（MICASE: LEL215SU150）
b．…he says, his his body starts losing contact with his brain, and
you know one by one the connections are, severed and he’s gets
this feeling of complete, panic, and um, and disorientation, and,
he’s thinks he’s about to die（MICASE: SEM475JU084）
c．... ally unique to Spanish. another is an issue that is usually
associated with French although, a parallel phenomenon does
occur in a couple of other Romance uh, varieties. and then there’s
a mor- a more broad based uh t- uh issue as well. uh wh- uh a
phenomenon that is found in various Romance languages. so i
want to look at the three of them as separate issues and then try
and try to relate it, to this more general issue of how historical
linguists discuss the important question as to whether external fa-
forces, can play a role, in structural change.（MICASE: LES355
SU009）
d．what i’m gonna show you is if anybod- this is a sculpture by an
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Ital-an Italian, it’s done in the seventeenth century. it is a
sculpture for a fountain. and the fountain is called the fountain of
the four rivers. so and it’s in this place in Italy called the Piazza
Navona.（MICASE: LES320SU085）
（３）aにおいて，heによってあらわされている人物は昔戦争で多くの人
たちと戦ってきたのだが，いまだにある考え（this notion）を持っている。
そしてその考えとは，それを修飾している，同格の接続詞 thatに導かれ
る節の内容「もし大きな軍を何とか支配してローマを攻撃できれば，その
人は支配者になれる」，というものだ。彼の考え（this notion）はその内
容によって特定されていると解釈されうる。しかし，この内容自体は特定
されていないと捉えることができる。この内容は，事実やすでに述べたこ
とや起こったこと，そして総称的な youが用いられていることからもわ
かるように，特定の誰かが何かをしたということなどではない。また，こ
れはだれでも持ちうる考えである。したがって，this notion that if you man-
age to take control of a large army and attack Rome you too can become a
rulerは，不特定なことを指示しているとも解釈できる。
（３）bにおいて，話者は本を読んでいるのだが，その本の中の人物に
ついて，こう述べている。heによってあらわされている人物は，頭と体
が切り離されてしまい，ある気分（this feeling）になった。その気分とは，
それを修飾している前置詞句の内容である，「完全なパニック，精神錯乱」
である。彼の気分（this feeling）はその内容によって特定されていると解
釈することができる。しかし，その内容自体は特定されていないと捉える
ことができる。この内容は，一般的なものであり，誰かに起こった特定の
パニック，精神錯乱とは解釈されない。したがって，this feeling of complete，
panic，and um，and disorientationは，不特定なことを指示しているとも
解釈できる。
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（３）cにおいて，話者は，最終的には今までに述べてきた３つの問題
をより一般的な問題（this more general issue）に結びつけるべきだと述
べている。その問題とは，それを修飾する節の内容，つまり「構造の変化
に外的な力が役割を果たしうるかに関する重要な問題についてどのように
歴史言語学者たちは議論しているのか」であり，より一般的な問題（this
more general issue）はこの内容によって特定されていると解釈できる。
しかし，この内容自体は，特定されていないと捉えられる。この内容は，
more general issueとあるように，一般的なことであり，特定の歴史言語
学者が実際に何かについて議論した，というような内容ではない。さらに，
これはどこでも議論されうる問題である。したがって，this more general
issue of how historical linguists discuss the important question as to
whether external fa- forces, can play a role, in structural changeは不特定
なことを指しているとも解釈できる。
最後に，（３）dにおいて，話者は，自分が話している彫刻のある泉の
場所（this place）を説明している。その場所は後の「Piazza Navonaと呼
ばれる」によって特定されていると解釈できるが，そのような場所はイタ
リアにいくつかあるかもしれず，不特定とも解釈できる。
別の観点から見ると，この（３）の例において，this notion，this tendency，
this more general issue，this placeは，直後に来る節や句の内容を指して
いると考えることができる。
以上，２．２節では，thisが特定・不特定いずれとも捉えられうる対象の
指示に用いられていると考えられる例を紹介した。
２．３ 不特定の this
これまで，先行文脈において未出の指示対象のうち，）特定された指
示対象，）特定とも不特定ともとれるあいまいな指示対象を指すのに用
いられる指示形容詞 thisについてみてきた。この２．３節では，不特定な指
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示対象を指すのに用いられている指示形容詞の thisの例をみていく。
（４）a．you know you can step outside there’s this round, dome on the
top and you step outside and look out all over the Vatican and it’s
gorgeous, but of course there’s a fence so that you don’t, fall off.
（MICASE: STP285SU013）
b．... t depends on the kind of departments and college but around
your seventh sixth seventh year you come up for tenure and they
decide if they’re going to keep you. once you have tenure it’s
very hard to fire you. if they kind of forget all about you which
they never do you automatically get tenure. so that’s why the
legal department is very careful about their definition of tenure.
and i remember uh this woman lawyer telling me at the time
when she brought the the policy that ….（MICASE: COL999MX
040）
c．these businesses are trying to sell a product and the way they’re
gonna do that is by attracting, um, this certain type of consumer.
… they’re gonna wanna determine who their buyer is ….
（MICASE: STP285U013）
（４）の例文の thisは，（１）～（３）の例文における thisと同じように，
先行文脈において未出のものを指すのに用いられている。（４）aにおい
て，話者は，外に出ると，丸いドーム（this round，dome）がある，と述
べているが，指示の時点で，そのドームが実際にどのドームかを特定する
ことはできない。
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（４）bにおいて，話者は，一度大学に就職したら，くびにすることは
難しく，tenureという言葉の定義がむずかしいといったことを述べ，そ
れからある女性弁護士（this woman lawyer）が話者に話しかけてきたこ
とを覚えている，と述べている。しかし，指示の時点で，その弁護士が実
際にどんな人物なのかは特定できない。
（４）cにおいて，話者は theseによって言及されているようなビジネ
スにおいて，商品を売る方法は，あるタイプの消費者（this certain type of
consumer）を引き付けることだ，と述べている。しかし，指示の時点で，
あるタイプの消費者が誰なのかを特定することはできない。
（４）の例文における this round，dome，this woman lawyer，this certain
type of consumerは，その直後にそれを修飾する節や句を伴っておらず，
その内容によっても特定されていない。別の言い方をすれば，（４）の例
文における thisは，その後ろに来る節や句の内容を指すのに用いられて
いない。そしてこれらは不定冠詞 a／anと置き換え可能である。しかし，
不定冠詞の代わりに thisを用いると，指示対象が強調されたり，聞き手
の注目を集めたり，聞き手に臨場感を与えることができる。
３ 不特定の thisと文法化
２節では，先行文脈において未出の指示対象を指すのに用いられる指示
形容詞 thisを３つのカテゴリー，つまり，）特定の this，）特定か不
特定かあいまいな this，）不特定の this，に分類し，これら３つの this
について例文を用いた分析を試みた。この３節では，このデータ分析の結
果をもとに，不特定の thisの用法が確立した経緯について検討する。
Hopper and Traugott（２００３）は，言語には「文法化（grammaticalization）」
という現象が起こっていることを指摘している。３
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… “grammaticalization” refers most especially to the steps
whereby particular items become more grammatical through time.
（Hopper and Traugott, 2003, p.2）
つまり，文法化とは，ある語などが，時を経てだんだんとより機能的にな
る過程のことであり，例えば，名詞や形容詞，動詞などの内容語（content
words）が，だんだんと接続詞や前置詞などの機能語（function words）に
近づいていく，といった現象を含む。
指示代名詞の thisは，後方照応（指示表現が先行文脈ではなく，その
後ろの文脈にでてくる人や物，事などを指すこと）という機能を持つこと
で知られている。
（５）But projects such as GOES bring much more to Colorado than may
be immediately apparent. Consider this: Lockheed Martin has pur-
chased goods or services for the GOES project from 50 Colorado
companies at the cost of $25 million.（COCA）
例えば，（５）において，指示代名詞 this は，直後の，「ロックヒード・
マーティンは，２５００万で５０のコロラドの会社から GOESプロジェクトの
ためにものやサービスを買っている」，という事実を指している。
２節では，特定の thisと，特定か不特定かあいまいな thisは，その直
後に来る節や句の内容を指すのに用いられると考えることができること，
他方，不特定の thisは，そもそも後ろに節や句がこないので，その内容
を指すのに用いられないということを指摘した。したがって，指示代名詞
の thisの後方照応の機能は，先行文脈において未出の指示対象を指す指
示形容詞の thisのうち，特定の thisおよび特定か不特定かあいまいな this
においてはかろうじて保たれているが，不特定の thisにおいては消えて
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しまっていると考えられる。
さらに，前節では，特定の thisと，特定か不特定かあいまいな thisは
どちらも直後の節や句の内容を指示するのに用いられていると捉えること
ができるが，両者の間には違いがあり，特定の thisが用いられる場合に
は，その内容が特定されており，特定か不特定かあいまいな thisが用い
られる場合には，その内容が特定されていないと捉えることができること
を指摘した。したがって，特定か不特定かあいまいな thisは，それを用
いて指される指示対象の明確さ（definiteness）の度合いにおいて，特定
の thisと不特定の thisの中間に位置すると考えられる。
文法化により，指示代名詞の thisから指示形容詞の特定の thisが生ま
れ，特定の thisから特定か不特定かあいまいな thisが生まれ，そして不
定冠詞 a／anと置き換え可能な不特定の thisは，そこからさらに発展して
生まれたのではないだろうか。
４．結論
本稿では，不特定な（つまり，聞き手が「これ」と同定（identify）でき
ない）指示対象を指すのに用いられる「不特定の this」について，この用
法がどのようなプロセスを経てできあがっていったのかに焦点を当て，デ
ータ分析を通して検討した。そして，「不特定の this」の用法は，指示代
名詞の thisから文法化が起こって徐々にできあがっていったという可能
性を指摘した。
なお，この仮説を確かめるためには，実際に歴史的に thisがどう変化
していったかをみる通時的な研究が必要になるが，今の段階では十分なデ
ータがないので，これは将来の研究の課題としたい。
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注
１ Givón（１９８１）, Hopper and Martin（２００３）において，不特定の指示表現について通
時的な観点からの研究が行われている。
２ 「先行文脈において未出の」とはつまり，先行する言語文脈において言及されてい
ない，または暗示（imply）されていない，そして発話の場面に存在しない，という
ことを意味するものとする。
３ Hyeyeon（２０１３）において，文法化の観点からの指示表現（不定冠詞 a／an）の研究
が行われている。
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